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Ⅳ 各教科の分析結果

国 語
１ 得点分布及び小問ごとの正答率
〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６５０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ ａ ８９.７ 問一 ３１.８

１００ ０ ０.０ 問一 ｂ ８５.９
三

問二 ８９.１

９０～９９ ７ １.１ ｃ ７８.３ 問三 ７３.２

８０～８９ ３５ ５.４

一
問二

ⅰ ５６.５ 問四 ３３.４

７０～７９ ９９ １５.２ ⅱ ６８.５ 問五 ３０.２

６０～６９ １６０ ２４.６ 問三 ７２.５ 小計 ４２.０

５０～５９ １４６ ２２.５ 問四 ４２.５ 問一 ４７.２

４０～４９ １０６ １６.３
問五

Ａ ８２.２
問二

読み ９４.４

３０～３９ ６２ ９.５ Ｂ ４６.２ 内容 ５３.５

２０～２９ ２９ ４.５ 問六 ６７.７ 四 問三 ４５.６

１０～１９ ６ ０.９ 小計 ６４.３
問四

２ ２０.６

１～９ ０ ０.０ ａ ８５.２ ４ ２２.５

０ ０ ０.０ 問一 ｂ ６１.７ 問五 ７８.６
ｃ ９０.２ 小計 ５１.２

＊合格者の中から、無作為に抽出した 問二 ５７.７

６５０人(12.7％)の結果である。 二 問三 ７５.７

問四 ５２.７

＊%の数値は、小数点第2位を四捨五入 問五
ア ７９.９

したものである。 イ ５８.１

問六 ４５.２

小計 ６２.８

〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大 問 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

一 文学的文章 ６１.１ ６４.３ ６２.０ ６２.０ ６４.３

二 説明的文章 ５９.６ ６４.４ ５２.９ ５０.３ ６２.８

三 活用 ５９.８ ４４.５ ６７.６ ３８.４ ４２.０

四 古典・韻文 ６０.８ ５１.５ ４５.４ ５９.４ ５１.２

２ 分析結果の概要

合格者の国語の平均点は、55.3点で、昨年度と比べ上昇した（昨年度52.3点）。

〈表１〉について、70点以上の人数は全体の21.7％で、昨年度に比べ増加した(昨年度12.9％)。40点
未満の人数は全体の14.9％で、昨年度に比べ減少した(昨年度16.5％)。60点～69点を中心として、ほ
ぼ正規分布となっている。

〈表２〉について、正答率80％以上の問題数は７問で、基礎的・基本的な知識・理解を問う設問の正
答率が高かった。正答率40％未満の問題数は５問で、文章や資料から読み取った情報を思考・判断し
て表現する設問の正答率が低かった。具体的には、文語のきまりの問題(四の問二)、漢字の読み書
きの問題(一の問一、二の問一)、書写の問題(三の問二 )の正答率が高かった。一方、古文と漢文
を読み比べて相違点をまとめる問題(四の問四)、文章やグラフから読み取った情報を活用して自分の
考えを書く問題(三の問四・問五 )、漢和辞典を効果的に活用する問題(三の問一 )の正答率が低かっ
た。

〈表３〉について、二の説明的文章を正確に理解してまとめる問題や三の文章や資料を活用して自分
の考えをまとめる問題の正答率は、昨年度より高かった。一方、四の古文と漢文を読み比べて内容を
まとめる問題の正答率は、昨年度より低かった。一の文学的文章を表現に即して読み味わう問題の正
答率は昨年度とほぼ変わらなかった。
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３ 標準解答及び大問ごとのねらい

一
〈標準解答〉

問一 ａ せいじゃく ｂ 手招 ｃ 興奮

問二 ⅰ エ ⅱ ア

問三 砂浜の波が

問四 記号 ウ 根拠 千鶴が本気

Ａ（例）新しい自分に変わる

問五 Ｂ（例）自分のやりたい吹奏楽部に入部して、真面目に練習を積み、今まで以上に努力する

ことで、新しい自分になろう

問六 エ

〈ねらい〉
豊かな心を育てるという観点にも配慮し、文学的文章を素材として、文学的文章を読むための基礎力や

登場人物の言動や心情を的確にとらえる力、読み取った内容を適切にまとめる力等をみる問題である。

二
〈標準解答〉

問一 ａ 季節 ｂ がいかい ｃ と

問二 ４

問三 イ

問四 （例）人が蓄積だけを続けて、創造することもないまま年を重ね、生涯を終えてしまうこと。

問五 ア 妨害条件 イ 蓄積

問六 ウ

〈ねらい〉
幅広いものの見方や考え方を養い、視野を広げるという観点にも配慮し、説明的文章を素材として、説

明的文章を読むための基礎力や、文章の論理の展開や要旨を正しくとらえる力、読み取った内容を適切に
まとめる力等をみる問題である。

三
〈標準解答〉

問一 ａ （例）総画 ｂ（例）五画

問二 ア

問三 ウ

（例）「他山の石」という言葉については、その意味が分からなかったり、誤ってとらえた

問四
りする人が多いようです。特に私たちに近い世代は、意味を誤ってとらえる人が多い傾向に

あります。現代では、ことわざを通して考えを伝え合うことが、難しくなっているように思

います。

問五
（例）後輩の皆さん、他人の言動や古くからある言葉に学び、これからも自分という宝石を

磨き続けてください。

〈ねらい〉
様々な言語文化についての関心を深め、身近にあるすぐれた表現に学び、自己を向上させようとする態

度を育てるという観点にも配慮し、国語の授業で、ことわざや故事成語を使って自分の思いを伝えるとい
う設定を通して、文章やグラフなどの資料から必要な情報を読み取りまとめる力、読み取った情報を基
に、自分の言葉で表現する力等をみる問題である。また、書写は、行書の理解をみる問題である。
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四
〈標準解答〉

問一 ⓐ・ⓓ

問二 読み方 わざわい 内容 花散りぬ

問三 エ

問四
②（例）苗を植える時期を遅らせたから。

④（例）苗を引っぱって伸ばしたから。

問五 イ

〈ねらい〉
魅力ある様々な古典作品を読み味わい、古典の世界に親しむ態度を育てるという観点にも配慮し、古

文、漢文の素材を通して、古典を読むための基礎力をみるとともに、複数の文章を読み比べ、内容を理解
し、まとめる力等をみる問題である。
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４ 小問ごとの内容及びねらい

出 題 形 式 評 価 の 観 点 正
大問 小問 内容 出 題 の ね ら い 記号 抜出 記述 話すこと 書く 読む 知識 答

選択 聞くこと こと こと 理解 率

一 漢字を正しく読み書きすることができる。 ○ ●
ａ89.7
ｂ85.9
ｃ78.3

二 文 文脈に即して助詞のはたらきを正しくとらえ
○ ● ●

ｉ56.5
ることができる。 ⅱ68.5

学
三 表現の特徴を理解し、登場人物の心情をとら

● ● 72.5
一 的 えることができる。 ○

四 文
登場人物の行動や心情を踏まえて、効果的な

○ ○ ● ● 42.5
朗読ができる。

章
五 文章の展開に即して登場人物の心情の変化を

○ ● ●
Ａ82.2

とらえ、まとめることができる。 Ｂ46.2

六
文章表現の特徴やその効果をとらえることが

○ ● ● 67.7
できる。

一 漢字を正しく読み書きすることができる。 ○ ●
ａ85.2
ｂ61.7
ｃ90.2

二 説 文章の構成や論理の展開の仕方をとらえるこ
○ ● 57.7とができる。

明
三

文章の展開に即して内容を的確にとらえるこ
○ ●

的 とができる。 75.7

二

四 文 文章の展開に即して内容を的確にとらえ、ま
○ ● ● 52.7

とめることができる。

章
五

文章の展開に即して内容を構造的にとらえる
○ ●

ア79.9
ことができる。 イ58.1

文章の主旨を的確にとらえることができる。 ○ ● 45.2六

一 漢和辞典を正しく活用することができる。 ○ ● 31.8

二
行書の基礎的な知識や漢字と仮名の調和を踏

○ ● 89.1

活
まえて行書を書くことができる。

三 三
用

慣用的な表現を正しく使うことができる。 ○ ● ● 73.2

四
情報を正しく読み取り、伝える内容を明確に

○ ● ● 33.4
してまとめることができる。

五
複数の情報を関連づけ、条件を踏まえて内容

○ ● ● 30.2を簡潔にまとめることができる。

一
助詞のはたらきを理解し、文脈に即して主語

● ● 47.2
を正しくとらえることができる。 ○

歴史的仮名遣いを、現代仮名遣いに直して読
○ ● 94.4

むことができる。
二

古
文章の展開に即して内容を的確にとらえるこ

○ ● 53.5
四

典

とができる。

三
文脈に即して語句の意味を正しくとらえるこ

○ ● ● 45.6
とができる。

四
複数の文章を読み比べて、相違点を的確にと

○ ● ●
２20.6

らえ、まとめることができる。 ４22.5

五
複数の文章を読み比べて、共通点を的確にと

○ ● 78.6
らえることができる。


